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労働者は，一部はゴム採液工，小商人，露店商，人力車

引きなどになったが，多くがキンタ内で，政府の正式な

許可を得られないまま野菜，米栽培を始めた。植民地当

局は， 1920年代の食料不足が深刻な時期にはこうした農

地に暫定占有許可を与えたが，土地の正式な払下げ、は常

に鉱山主やマレ一人に優先的になされたため，華人の暫

定占有権はきわめて不安定で，当局の意向ひとつで容易

に取り上げられた。 1930年代の望書入社会は，女性の比率

が高まって家族が形成され，定着化が進んでいた。鉱山

労賃は一家を支えるにほど遠かったから，戸主が鉱山に

濯われでも家族は農業を続ける場合が多かった。彼等は

農業という最後のよりどころをもっていたために解雇を

恐れずしばしば争議を起こした。当川は，その意味でも

彼等を農地から切り離して完全な賃労働者化する必要が

あった。

第2章

第2節戦争・戦争直後（1942～48年）

日本軍占領期，ペラの錫鉱山のほとんどは日本企業の

管理下におかれたが， 3年8カ月の総生産量は1940年単

年の生産をわずかに上回る程度だった。労働者のほとん

どが解雇され，奥地に入って農耕を始めた。都市住民も，

「粛清」（大量処刑）や強制献金や「勤労奉仕隊」編入を

避けて多数が奥地に入った。食料不足を補うため，日本

軍はマレ一人保留地，鉱区，森林保留地への入植も認め

Tこ。

戦後イギリス当局は，イギリス系鉱山には再興・近代

化のため低利の巨額融資を行なったが（返済は「戦時損

失賠償」で行なわれ，鉱山側は実質上負担を免除され

た），華人鉱山への融資は認可件数も 1件あたりの金額

もごくわずかだった。その結果，生産は回復したが，従

業員数は伸びず，華人は「違法」農業を続けるしかなか

った。食料不足が深刻だったので，当局も 2年の立退き

猶予期間を認めた。生活苦から争議が頻発し，鉱山労働

者は農業を兼ねるがゆえの力を背景に賃上げを実現させ

た。戦中・戦後を通じて，労働者，農民を擁護し，その

利益を代弁したのはマラヤ共産党〔以下マ共）だった。

第3節無許可入植者問題と再入植（1948～回年）

1948年3月に2年間の猶予期限が切れたが，立退き後

のマレ一人保留地，外｜有地などへの再入植には反対が強

かったため，当局は新たな社会不安を恐れて強制立退き

をためらった。 1948年6月の非常事態宣吉とマ共による

武装闘争開始が状況を一変させ，同年11月から一部で強

制j立退きが始まった。抜本解決を探るために連邦政府が

設置した「無許可入植者委員会」（SC〕は1949年2月，
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はじめに

本書は，ペラ州キンタ郡の「華人勤労者」（Chinese

working people）の1世紀の生活をあとづけ，社会・経

済・政治上の変化が彼らの生活にどのような影響を与

え，また彼らがそれにどのように対応して自らの人間性

を守ろうとしたかを分析している。「勤労者」とは，権力

から支配される側にある苦力（クーリー。筋肉労働者），

無許可居住者（squatter), 新村（newvillage）住民で

ある。

第l章

第1節錫鉱山と無許可耕作 (18剖年頃～1941年）

キンタ地域では， 1880年代初頭に錫鉱床が発見されて

から人口が急増した。採掘にあたったのは華人小企業

で，労働力も主に南中国から引き入れた華人だったため

華人人口は1880年代初期の4000人から1911年には 18万

4693人に達した。それでも労働力は不足で，労賃が生産

費の80（.？；＋にも達した。イギリスは1890年代末以降法規制

を強化して華人小企業を圧迫し， 1912年以後は錫生産支

配と労賃引き下げをめざして大規模な機械採掘を開始し

た。第1次世界大戦による食糧不足（マラヤ全体が食糧

の多くを輸入に依存していた）とそれに伴う労賃の高騰

で，鉱山側は一層の労働者整理，機械化を進めた。その

結果多くの華人小鉱山が没落する一方，イギリス系鉱山

では生産量の；急増にもかかわらず雇用数は漸減した。キ

ンタを中心とするペラ州の鉱山雇用数は， 1913年の12万

6361人を頂点に， 20年5万622人， 27年7万7418人， 33

年2万3042人， 41年4万7514人と，景気の波による熔減

を含みつつ長期的減少の道をたどった。解雇された華人
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短期策として強制立退き，長期策として半永久的土地占

有権認可を答申したが，採否を一任された各外｜政府は短

期策のみを採用した。ペラチトISCの答申（1949年10月〕

では，州、｜内無許可入植者 13万人に関し2万2000人の再

入植と一部宅地への暫定占有権認可を勧告しただけだっ

た。

治安状況が一向に改善されなかったため， 1950年にイ

ギリス作戦軍司令官として着任したブリグス（Briggs)

中将は，無許可入植者全員の強制再入植を提起，これに

基づいて54年までに57万3000人が480の「新村」に再入

植させられた。 このうちペラ州は最多の 129村， 20万

6900人だった。キンタでは全住民のほぼ半分が再入植の

対象となった。しかし再入植後も土地問題は未解決だっ

た。

第4節再入植後の新村（1950～57年）

財政赤字とマレー農村優先策とのために新村には国庫

補助はほとんどなく，住民，水道，排水，電気，医療，

教育などの基本施設もおろそかにされた。 1949年にイギ

リスの支援を得て結成されたマラヤ華人公会（MCA)

が新村福祉のための宝くじを創設，新村改善に一定の役

割を果たしたが，それも54年に禁止された。農地は与え

られず，朝鮮戦争に伴う好況時にゴム園や錫鉱山で得た

雇用も，景気後退とともに失われた。当局は，生産活動

はおろか日常生活さえ厳しく規制する一方，村民のマラ

ヤ政治への組み入れのため地方議会開設，再入植担当官

( resettlement o伍cer）任命などの懐柔策を取ったが，一

部エリー卜の支持を得ただけだった。農民はマ共ゲリラ

からは引き離されたが，窮状を強いる政府にも反発を強

めた。

第3章

第5節新村内の社会・経済状況（1957～69年）

マレー農村が連邦政府農村開発省所管だったのに対

し，新村は市街地に分類され地方議会管轄下に入れられ

た。前者の事業は全額政府補助（outright grant）が認

められたのに対し，後者には折半補助（matchinggrant) 

しか認められず，新村の状況は一向に改善されなかっ

た。地方議会，再入植担当官の廃止で，新村はますます

とり残されることになった。

錫鉱山での雇用が微増したほか， 1960年代には工業へ

の雇用が目立ったが，新村の人口増には追いつかず，村

民は再び森林保留地や州有地や錫鉱区でタピオカ，落花

生などの無許可栽培を始めた。しかし， 1960年代後半に

は，州政府による土地開発，大企業によるダピオカ生

産，錫鉱山の採掘再開などによって，農民は再びこれら

審評

の土地を追われた。

第6節新村内の政治力学〔1950～69年〕

1950年代初頭に宝くじなどで新村住民の支持を集めた

MCAは，国民党や秘密結社とのつながりのために次第

に疎んじられ，マラヤ独立（57年〕後は「金持ち集団」

「華人の利益を売り渡した」との批判を浴びた。代わっ

て，ペラ進歩党（1953年結成。のち人民進歩党と改称。

PPP）が「土地取得支援」を標携して村民の支持を集め，

60年代には州内の各種選挙で勝利を収めた。 PPPの非マ

レ一人擁護の種族主義的主張が華人新村民を惹きつけた

ためだ，とする主張があるが，華人の種族主義は，所与

の，時間・空間を超えて普遍的に存在するものではな

い。マ共抑圧前は種族主義を超えた平等主義，社会主義

を求めていたのだが，華人だけの「新村」に囲い込まれ，

接触するマレ一人は敵意を持つ役人だけだったために，

華人種族主義を強要されたのである。

第7節 1970年代初期の新村

1969年の総選挙で演滅的な敗北を喫したMCAに改革

派が台頭， ペラチHで作業部隊（task force）を結成して

新村内党基盤の建て直しを図った。当初は一方的な啓蒙

運動で村氏の反応、は鈍かったが，やがて村氏の不安・不

満の根源が土地からの排除にあることを理解し，暫定占

有権の長期占有権への転換，租借権の延長などを政府に

要請するに至って，村民の支持は高まった。しかしMC 

A内の保守派と改革派の対立が深刻化，保守派が統一マ

レ一国民組織（UMNO〕の支持を背景に勝利を収めて改

革派は除名されたため，新村氏の MCA支持も終わっ

TこD

むすび

20世紀に入ってイギリスがキンタの錫生産の支配権を

握って以後，華人労働力は錫生産の安全弁となり，好況

期には鉱山に雇われ，不況期には解雇されて無許可耕作

に従事してきた。錫生産は不断に合理化が進んで長期的

には雇用は減少し続け，華人にとって農耕の重要性は婚

したが，国内での食糧自給が緊要でなくなれば土地を取

り上げられるという無許可耕作者の立場は変わらなかっ

た。「華人勤労者」はこのような立場を守ってくれる者

に対して支持を与えたのであり，それは1948年まではマ

共， 60年代後半は野党であった。 1950年代の無党派性

は，いずれの勢力も彼等の利益を保護しなかったことへ

の自覚的対応だった。彼らにとって生産と人間性の維持

が最も緊要なのであり，それが種族的要求の形を取った

のは，新村が人為的な種族機情だったためである。
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帯評

II 本書の意義，分析視点，論旨

マレ一連邦州、I(FMS），ペラ州政府， イボー土地問

(LO），キン宇土地局ほかの報告書，ペラ州政府1Y報，

その｛忠誠々の膨大な一次資料を丹念にあたり，キンタ地

域に筒抜聴き取り調査に赴いたうえでものされた本J干

は，すぐれた「キンタ郡における華人 100年史Jである

ばかりではない。錫，新村がマレーシア華人全体を象徴

する事象であるがゆえに，ある意味で「マレーシア華人

100年史」 ともみなし得るだけの普遍性を持っている。

19世紀末マラヤに導入された華人労働力（苦力〉の大宗

は鈎鉱山労働者であり，新村は今日でも令：茶人人11の4

分の 1¥!'. ,1iめて依然重要な社会問題になっているからで

ある。立た本｝初、らわれわれは，キング地域の恭人，ひ

いてIJマレーシア茶人全体の政治動向をどま耳！解し，1；う上で

不可欠の益要な倒防をも手に入れることがでさる。実に

味わいのある研究書である。

本書の最大の貢献のひとつは，錫生産の中心地キンダ

における社会・経済発展の分析を通じて，華人無許可入

植者の発生・存続の過程を構造的に解きあかした点にあ

る。新村はいつどのような背景の下にどれほどの規模で

生み出され村氏はどんな状況におかれてきたか，を知る

うえでも，きわめて有益である。

従来，恭人無許1iJ入植者は，日本E室内領均iに圧政を逃

れて都市部からJll中に移り住んだ人々な以てl撚矢とする

と思われてさた。しかし著者によれば，無許可入航者は

20世紀初頭，錫鉱山支配に乗り出したイギリス資本が，

機械化・合理化によって華人小企業淘汰・華人労働者

「人員整理」を進めた結果，生み出されたものという（た

だ，無許可入植が全国に広がり50万人という膨大な数に

なったのは日本市領期であった， というホー実に変わりは

ない）。錫生践を円滑に進めるために， 華人労働力は常

に鉱山の周辺にあって， しかも土地から切り離されてし、

る必要があった，との謂であり，商品としての労働力の

性格を端的についた指摘である。資本もしくは企業の論

理を貫徹しようとする権力者の側（著者のいう“power

block＂）と，単なる労働力である前に人間であろうとす

る「勤労者」との対立のなかに歴史の主要な動因をみよ

うとする観点は，「本来商品でない労働力を商品とする

ところに資本主義生産の最大の矛貯がある」とする宇野

経済論ど…脈通ずるところがあるようだ。ただし，戦後

は「無許可入植者」の規模からすれば鉱山原用は死活的

重要性を失っており (189～191ページ参照），無許可入

So 

植者の土地問題は錫資本の論理からだけでは説明できな

いと思われる。政府による土地開発などは，純経済的に

とらえる限り華人のみに対する占有権否定にはつながら

ない。しかし，錫企業に代る資本の論理の体現者が維

で，彼等はどんな論理に事長づいて土地所（点）干I機をm
否しているのかについては，必ずしも十分には明示され

ていない。若干？は，単なる経済的合理性だけでは処理で

きない政治的な要素が働ぎ，それこそが種族的色彩をも

ち入植者に種族的反応を強いるのだ，と示唆しているの

かも知れない。たとえば， 1949年のぺラSCの答申は

「責任ある市民の創設という SC自身の理念に反するも

の」とされる (120ページ）が， この「SCの理念」こ

そ資本一般の論理にあたり，それが何らかの拠出で棚上

げされたことを示しているのであろう。

「華人燥l¥':f土，脆弱な立場におかれた彼等を理解・擁

護しその手Jj容を代弁してくれる政治勢力に対して，支持

を表明し，それlこよつてまた自らを守つてきた01930&f

から48年までのマ共’限定っきながら50年前後のMCA,

60年代のPPP,70年代初頭のMCA改革派， 70年代半ば

の民主行動党（DAP),70年代後半のMCAがそうした

政治勢力にあたる」というのが著者の結論のひとつであ

る。農民がどのような状況におかれ，誰がどのようにそ

の救済に奔走したかを詳細に跡付けているために，示唆

に富む，かっ説得力のある論旨であるが， a抹の不満も

残る。「権力者！と「勤労者」との間で，これらの政党が

どのような位照づけ安与えられているかが，必ずしも明

確でないからである。 MCAは一貫して与党連合の一段

だし，改革派の多くがMCA除名後入党した民政運動党

(GRM）も， PPPも， 1970年代前半には与党連合に加

わっている。

即 見逃された点について

(1) 本書の分析対象期間のごく初期にペラの移民状況

を視察した斉藤幹・駐シンガポール領事は，駐在官

(Resident）が「目今の移民（支那人〕は数十年来錫鉱山

の利益に狂奔し，耕作の事は其顧るところに非ず。 H・H・

当政府は数年来種々の方法を以て農業の奨励を試みたれ

ども，常に鉱山の威力に圧伏せられ多く其効を見ず」と

述べて農業移民奨励策を熱っぽく説いた旨を記している

（斉藤『馬列半島南部西岸諸国巡察記』外務省 1894年の

「ペラ一国部」70,71ページ〉。とすれば，イギリス当局の

華人鉱山抑H：策は農業振興，食糧確保のためであり，当

時，この奨励策に基づいて合法的に農地を得た華人農民
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もかなりいたはずだと思うが，いかがなものだろうか。

(2）独立政府の樹立（1957年〕，従って UMNO支配

の確立がどのような変化をもたらしたか，という視点か

らの分析も必要だったと思う。また， 1949停に連邦政府

が州政府によるSC答申受け入れを警戒した（111ペー

ジ〕， ペラ州政府は漆邦SCの意向に反して恒久的土地

占有権認可を拒否した（128ページ〕，との記述は， t川崎

連邦政府も州政府も共にイギリスの支配下にあったこと

を考えればいかにも奇異に映ずる。それぞれの自治権が

どれほどであったかを説明して欲しかった。

(3) 農民が常に外部の政治勢力に反応するものとして

しか描かれていないことには，やや疑問が残る。例えば

戦後各地に結成された「農民協会」は確かにマ共系の飢

餓だったが，マラヤ史上初めて農民が自らの利益告と守る

ために内発的に作り上げた組織，という側面もあったと

思われる。著者はペラ農民協会について簡単に触れてい

るが（87ページ）， そのような視角から l農民協会J そ

のものをもう少し詳しく分析して欲しかった。

(4）華入入植者は1948年以前はマ共の社会主義，平等

主義，非種族主義を支持していた（225,229ページ〉と，

マ共を無断I提に非種族的政治勢力と規定しているが，マ

共が種族の蟹の打破に心血を注ぎながらも結局は肇人の

なかにしか勢力を広められず，華人の利主主擁護が運動の

中心になったことは周知lの事実である。「大衆の意識・運

動に生れながらの（primordial）種族主義はない」（221ペ

ージ〉こと告と｛五ずる，いや近年では信じたい者の 1人と

して評者は，著者がいつの日にか本書と同線な視点・二予

法を用いて，マ共とその運動がなぜ種族の枠にとらわれ

ざるを得なかったかにまでさかのぼって分析してくれる

ことを期待している。

(5）著者は，キンタの華入社会における女性，小児お

よびマラヤ出生者の比率の上昇を以て， 1930年代の華人

マラヤ定着の確託とし（32,33, 110ページ），それをマ

ラヤ意識の定者，マラヤ政治への参画と同義として以後

の議論を進めている。しかし物理的なマラヤ定着をi在ち

にマラヤ意識の定着に結びつけるのはいささか性急に過

ぎるのではなかろうか。現に新村内の華文学校の教育内

容がマラヤ化されたのは1950年代だったことに，著者自

身も触れている（138ページ〉。それまでは中岡の教育課

程に則った教育が行なわれていたのである。

(6) 1945年10月発表の「マラヤ連合」案（マレー人以

外にもマレ一人とほぼ対等な公民権を認めるもの）にマ

レ一人は左右両翼とも猛反対したが，華人は全般的に無

関心だったのイギリスがマレ一人上層の要求を呑み，代

帯評

替案として 1946年 12月に示した「マラヤ連邦」案に

は，今度は多くの華人が左右を関わず反対した（陳禎禄

〔TunTanCheng Lock〕指導下に全マラヤ共同行動評

議会AMCJAが結成された）が，結局無為に終わった。

この時期，もしキンタ地域の華人の問にマラヤiな識が定

着していれば，土地点：有機獲得に少しでも有利な地位を

得るため，公民権獲得iこ死活的重要性を認めるはずであ

る。彼等が上記評議会運動にどのように関わったか，も

し関わりをもたなかったとすればそれはなぜか，につい

ても分析して欲しかった。

(7) 非常事態宣言（1948年6月〉後強制立退きが本格

化してきた時，華人農民はクアラルンプール，ペナンの

中国領事館に窮状を訴えた。イポーに領事館が開設され

イスラム教徒の馬天英領事が着任したのは非常事態から

わずか2カ月後の1948fμ8月で，馬領事は息つくll¥lもな

く，現地に魁いたり，イギリス当局と交渉したり，懇僑

団体大会を召集したりするなど，農民〔難僑〉救済のた

めに奔走した。このような任務は，駐シンガポール総領

事を含め，他の総ての中国領事に期待されていた。これ

より前，許孟雄駐クアラルンプール領事 (1946年3月～

47年6月在任〉は，著書人保護のため越権行為をしたとし

てイギリス側の不興を買ったらしく（『南僑日報』 1947

年4月18日〕，）更迭の憂き目にあっている。つまり，当

時華人が最大の拠り所どした機関，少なくともそのひと

つは，領事館だったのである。ところが，中華人民共和

国が成立し， 1950年1月に新政府とイギリスとの！日iで国

交が樹立されると，直ちにマラヤ内の全領事館が閉鎖さ

れた。華人は領事館が新政権に引き継がれるものと期待

したが，イギリスはこれを拒否した。同年ブリグス計闘

によっておびただしい数の「難僑」が生み出されたと

き，領事館に代る救済機関たりうるのは，前年1949年2

月に結成されたばかりの MCAC陳禎禄委員長〕だけだ

った。 この時期の「南僑日報』（シンガポールで発行さ

れていた親中国系H刊紙）を見ていると，領事館の役割

がMCAに移っていく様がよく分かる。 MCAの行動が

どれほど有効だったか，農民の支持を得たか否か，は別

として，同党が担った役割の大きさは否定できないだろ

う。領事館からMCAへの役割の移行が，中国指向から

マラヤ指向への華人の意識上の転換と密接に関わるよう

に思えてならない。

こうした領事館の役割についても，空論の展開にとど

まることなく実際に華人農村の段階までおりて分析でき

る研究者は，著者をおいて他にない。あえて欲の深いお

願いをする所以である。
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(8) 務者は“newvillage”（華語で「新村J）という呼

称を 1952ifに高等弁務官テムプラー将軍（SirGerald 

Templer〕が命名したものとしているが，少なくとも望書

諾に関する限り「新村」はそれ以前にもあった。たとえ

ばマ共機関紙「民声報」は，日本占領時代の華人移住に

よって作られた「ペナン州プロヴィンス・ウェルズレイ

各地の新村J(1948年1月27日），「スランゴール州の答

東（Badung？）新村」 (1946年5月4日）に三及してい

る。ただしこの事実は，新村分析をその歴史的起源にさ

かのぼって行なうという著者の方法論の正しさを証明す

るものでこそあれ，決しでそれを損うものではない。

さらに [rh＇.：声報』 1947fド11月1日によれば，日本軍政

時代クアラルンプール郊外アムパン（Ampang〕からの

強制移住によってスンガイ・ウェイ〔SungaiWay）に

「新南洋村」が開設されたという。『南僑日報』 1949年

6月IHIも， 日本軍がプロヴィンス・ウヱノレズレイで農

民 （iOO人を強制移住させたと述べている（抗日。

ここから2つの点が指摘できる。第1は「新村」の文

字どおりの起源が日本占領期にさかのぼること，第2は

日本r'i領期の華人の山間僻地への移住が従来信じられて
いたように圧政を逃れて自らの意志で行なったものばか

りでなく，強制によるものもあった，ということである。

このような事実は，最大の新村数をもっキンタ地域でも

あったに違いない。しかし，この点の解明は，著者に注

文する前にむしろわれわれ日本人自身が手懸けるべきで

あろう。

82 

占領期の華人の移住，疎開については，日本ではシン

ガポール住民のジョホール州、！こE ンダウ（Endau〕への

入植が「昭市」（出時のシンガ、ポールの呼称）市政当局

者の華人を守るための「義挙」として紹介されているだ

けである。ちなみに，この開拓地は通常「新昭南」とし

て知られているが，事業の生みの親の篠崎護氏は，当初

「エンダオ新村J と呼ばれていた，としている（篠崎護

『シンガポール占領秘録』原書房 1976年 105ページ〕。

また，南洋大学の調査でもこの事実は「新村開盤計画」

として論及されている（「南洋文摘』 1970年8月号 554 

ページ）。

しかし，マラヤ本土華人の移住，強制移住の実態に関

しでは，その数が50万人にも達したといわれているにも

かかわらず，全く解明の斧餓が入れられていない。著者

の切り拓いた分野をさらに広げ深める日本人若手研究者

の出現を祈ってやまない。

（アジア経済研究所地域研究部〕

（注1) 「民声報』 1947年5月26日によれば，「寄東

新村」への移住も日本軍による強制入植だった。また

同紙1947年7月5日によれば，スランゴール州クアラ

．クブ・パルー（KualaKubu Baru）で日本軍は町の

一部を焼き払い，焼け出された住民を郊外に移して

「模範村」 (1947年当時の呼称は「新古毛新村」。新古

毛は KualaKubu Baruのこと〉を作ったという。
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